
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

NO.222 

◆一般図 

み な と が わ こ う か き ょ う  

港川高架橋(A1～ P5) 

◆橋梁諸元 

 断面図   

 側面図   

 平面図   

 断面詳細図   

港川高架橋は、沖縄県中部の浦添市に位置する海上橋で、延長約 2.0km の浦

添北道路の一環として建設されている橋梁です。浦添北道路は、浦添市におけ

る国道５８号の渋滞緩和や那覇港・那覇空港へのアクセス性向上などを目的と

して計画されました。 

本橋の構造形式は、橋長 440m の１１径間連結ＰＣ少主桁橋であり、当社は 

Ａ１～Ｐ５径間の延長 190m の区間を担当しています。 

本工事は、常に風の影響を受ける海岸線上であり、台風時や冬期施工時など

の強風が予想されることから、主桁架設工法を剛性が高く主桁を二組桁内で吊

り下げる抱き込み式架設工法を採用しました。 

   工 事 名：平成２６年度港川高架橋上部工（下りＡ１～Ｐ５）工事 

   発 注 者：内閣府沖縄総合事務局開発建設部 

   設 計 者：大日本コンサルタント㈱ 

   位  置：沖縄県浦添市字港川地内 

   路 線 名：国道５８号浦添北道路 

   道路規格：第１種第３級Ａ規格 

   形  式：ＰＣ５径間連結少主桁橋 

   荷  重：Ｂ活荷重 

   橋  長：190.0m(24.7+3@39.9+39.85m) 

   総 幅 員：13.3m(有効幅員 12.27m） 

   架設工法：架設桁架設工法（抱き込み式架設工法） 

   ＰＣ鋼材：主方向：SWPR7BL 12S15.2（フレシネー工法） 

         横締め：SWPR19L 1S28.6（SM 工法） 
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発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先：東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 

◆工程表 

◆構造･施工概要 

架設桁架設工法 

１）概要 

 主桁の架設は、架設桁架設工法により行います。この工法は、ＰＣ桁架設位置に架設桁を架設し、これを支持体にし

てＰＣ桁を移動し架設する最も一般的な工法です。架設桁架設工法は架設桁とＰＣ桁との相対位置により次の３種類が

あります。 

 ①上路式架設工法 ②抱き込み式架設工法 ③下吊り式架設工法 

これらの選択は、架設桁の能力・ＰＣ桁の形状・重量・桁下の状態等、工事現場の状況により適切に選定する必要が

あります。当工事では、②抱き込み式架設工法による主桁架設を行う工事です。 

２）抱き込み式架設工法の特徴 

①門型クレーンの設置が不要です。 

②剛性が高く、主桁を二組桁内で吊り下げる抱き込み式架設のため主桁の転倒・落下の恐れがありません。 

③二組桁（横移動装置付き）を架設桁設備として使用します。架設桁本体が主桁を吊った状態のまま横移動を行い、

所定の位置に設置（架設）できる大型クレーン機械です。 

 主桁製作(ｴﾎﾟｷｼ鉄筋・PE ｼｰｽ)    主桁引き出し(自走台車)   主桁架設(主桁重量:158t)  

 主桁架設状況(全景)   P3-P4 径間 主桁架設完了  

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

準 備 工

桁 製 作 工

支 承 工

主 桁 架 設 工

床 版 横 組 工

付 属 物 工

橋 面 工

跡 片 付 け

項　　目
平成26年 平成27年 平成28年


